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与
那
国
島
は
日
本
最
西

端
の
島
。
そ
の
西
端
に
西

埼
灯
台
が
あ
る
。

西
の
水
平
線
近
く
に
あ

る
雲
で
、
日
の
入
り
は
拝

め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

太
陽
は
近
く
の
雲
を
下
の

方
か
ら
照
ら
し
て
い
た
。

与
那
国
は
東
経
一
二
三

度
。
横
浜
よ
り
経
度
十
七

度
も
西
。
夏
は
日
の
出
が

横
浜
よ
り
一
時
間
半
遅
く
、

日
没
は
四
十
分
余
り
遅
い
。

冬
至
に
は
日
の
出
は
三
十

分
位
遅
く
、
日
没
は
一
時

間
余
り
遅
い
。

特
別
に
空
気
の
澄
ん
だ

時
に
は
台
湾
が
見
え
る
。

そ
の
時
、
台
湾
の
最
高

峰
玉
山
は
横
浜
か
ら
富
士

山
を
見
た
時
の
１
／
３
位

の
高
さ
に
見
え
る
筈
。

島
の
広
が
り
は
北
西
か

ら
南
南
西
迄
。
こ
れ
は
三

浦
半
島
の
先
端
に
立
っ
て
、

丹
沢
山
か
ら
ぐ
る
ー
っ
と

左
に
伊
豆
大
島
辺
り
ま
で

と
な
る
。
与
那
国
か
ら
西

に
行
け
ば
台
湾
に
た
ど
り

着
く
と
云
う
訳
だ
。

西
埼
灯
台
の
夕
暮
れ

い
り
ざ
き
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沖
縄
県
八
重
山
郡
与
那
国
町
与
那
国

よ

な

ぐ

に

二
〇
二
五
年
５
月

｢

米
買
っ
た
事
な
い｣

｢

売
る
ほ
ど
あ
る｣

江
藤
農

水
相
は
遂
に
辞
任
。

余
り
の
高
値
に
困
っ
て

い
る
庶
民
と
の
隔
た
り
を

露
わ
に
し
た
。

自
民
党
農
政
の
本
質
だ
。

ト
ヨ
タ
は
13
～
22
年
に

自
民
に
六
億
献
金
。
自
民

は｢

ト
ヨ
タ
様
々｣

と
ト
ヨ

タ
に
研
究
開
発
減
税
八
千

七
百
億
。
そ
し
て
今
は
車

へ
の
関
税
回
避
の
為
、
ト

ラ
ン
プ
に
縋
る
。
対
す
る

す
が

ト
ラ
ン
プ
は
農
業
を
デ
ィ
ー

ル(

取
引)

に
出
せ
と
云
う
。

国
民
の
食
の
安
全
も
農
民

も
無
視
せ
よ
と
云
わ
れ
逆

ら
わ
な
い
自
公
政
権
。

流
通
を
管
理
す
れ
ば

第
一
段
階
で
備
蓄
米
は

大
部
分
Ｊ
Ａ
が
落
札
。
今

は
仲
卸
に
あ
る
の
だ
ろ
う

な
か
お
ろ
し

が
、
市
中
に
出
た
の
は
一

割
弱
。
今
後
、
新
米
が
出

る
迄
、
米
は
逼
迫
。
価
格

ひ
っ
ぱ
く

が
上
が
る
の
を
待
つ
？

自
公
政
権
は
、
米
五
キ

ロ
五
千
円
で
は
参
院
選
大

敗
必
至
『
日
本
の
農
業
や

国
民
の
食
を
ど
う
守
る
の

か
』
は
脇
に
置
き
米
の
値

段
を
当
面
下
げ
る
事
だ
け
。

Ｊ
Ａ
、
仲
卸
を
通
し
て

も
、
各
段
階
の
価
格
、
流

通
先
を
管
理
す
れ
ば
価
格

高
騰
も
買
い
占
め
も
防
げ

る
筈
。
全
国
の
米
屋
、
中

小
ス
ー
パ
ー
に
も
回
る
。

し
か
し
、
超
大
手
と｢

随

意｣
契
約
と
は
闇
の
中
。

後
で
献
金
で
お
返
し
？

米
屋
や
中
小
の
小
売
り

排
除
と
批
判
さ
れ
慌
て
て

古
古
古
米(

二
〇
二
一
年

産
米)

を
売
る
。
池
田
勇

人
の｢

貧
乏
人
は
麦
を
食

え｣

と
同
じ
だ
。

農
水
相
を
替
え
て
も

若
い
人
が
米
農
家
を
継

ぐ
事
に
希
望
が
持
て
な
い

問
題
を
抜
き
に
し
て
、

｢

農
水
相
を
替
え
た
だ
け

の
目
眩
ま
し｣

で
は
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

農 水 相 を 替 え た け ど


